
水道管を設置してからの年数

水道管などの
水道施設は

老朽化が進んで
いるのね。

水道管などの
水道施設は

老朽化が進んで
いるのね。
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　水道は暮らしに欠かせない「水」を市民
の皆さんに届ける大切なライフラインです。
しかし、大きな地震等の災害により浄水場
や水道管などが損傷すると、水を届けるこ
とができなくなります。
　多くの水道施設は高度成長期に整備され
ており、老朽化が進み耐震性が不足してい
る施設も。このため、市では「災害に強い
水道」を目指し、浄水場や水道管など水道
施設の更新に合わせて、耐震化に計画的に
取り組んでいます。
　　　　　　　水道局総務課・☎221-2705

災
害
に
強
い
水
道
づ
く
り

―
安
全
で
良
質
な
水
道
水
を
届
け
る
た
め
に
―

特集

水
道
施
設
の
耐
震
化
を

計
画
的
に
推
進

　

市
で
は
、
災
害
時
に
水
を
確
保

で
き
る
よ
う
に
、
浄
水
場
で
の
非

常
用
発
電
機
の
整
備
や
浄
水
し
た

水
を
一
時
的
に
た
め
て
お
く
配
水

池
で
の
緊
急
遮
断
弁
の
整
備
な
ど

災
害
に
強
い
水
道
づ
く
り
を
進
め

て
き
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
市
の
水
道
事
業
は
、

昭
和
4
年
に
通
水
を
開
始
し
て
以

来
、
急
速
に
増
加
す
る
水
の
需
要

に
対
応
す
る
た
め
に
、
5
期
に
及

ぶ
拡
張
事
業
を
実
施
し
て
き
ま
し

た
。
主
な
浄
水
場
で
は
、
建
設
後

40
年
以
上
が
経
過
す
る
な
ど
施
設

の
老
朽
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
安
全
な
水
を
持

続
し
て
市
民
の
皆
さ
ん
に
届
け
る

た
め
に
、
浄
水
場
や
配
水
池
な
ど

水
道
施
設
の
更
新
や
耐
震
化
に
し

っ
か
り
と
取
り
組
む
こ
と
が
必
要

で
す
。
こ
の
た
め
、
耐
震
診
断
結

果
に
基
づ
い
て
、
浄
水
場
な
ど
の

耐
震
化
を
計
画
的
に
進
め
て
い
き

2



水道管などの
水道施設は

老朽化が進んで
いるのね。

通常時の耐震管（イメージ） 地震発生時の耐震管（イメージ）

挿し口の突部がロックリングに
引っ掛かって抜けない！！

ま
す
。

水
道
管
の
総
延
長
は

約
2
9
0
0
㎞

　

市
内
の
水
道
管
の
総
延
長
は
約

2
9
0
0
㎞
で
、
Ｊ
Ｒ
姫
路
駅
〜

東
京
駅
間
の
約
4
・
5
倍
も
の
長

さ
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の

う
ち
14
％
強
（
約
4
2
0
㎞
）
が

敷
設
後
40
年
以
上
を
経
過
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
高
度
成
長
期
に
敷
設
し

た
水
道
管
も
大
量
更
新
す
る
時
期

が
近
づ
い
て
お
り
、
こ
の
ま
ま
更

新
を
行
わ
な
か
っ
た
場
合
、
20
年

後
に
は
、
敷
設
後
40
年
以
上
経
過

し
て
い
る
水
道
管
の
割
合
が
約
62

％
（
約
1
8
0
0
㎞
）
に
増
え
て

し
ま
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
市
で

は
「
管
路
整
備
計
画
」
に
基
づ
い

て
老
朽
化
し
た
水
道
管
の
更
新
を

進
め
て
い
ま
す
。

経
営
の
現
状
と
見
通
し

　

近
年
、
節
水
型
の
ト
イ
レ
や
洗

濯
機
等
の
節
水
機
器
の
普
及
、
節

水
意
識
の
向
上
な
ど
に
よ
り
水
道

使
用
量
が
減
少
し
て
い
ま
す
。
そ

の
結
果
、
水
道
の
使
用
に
伴
う
収

入
（
給
水
収
益
）
が
減
少
し
て
い

ま
す
。

　

一
方
で
、
職
員
の
削
減
や
検
針

業
務
の
民
間
委
託
な
ど
コ
ス
ト（
費

用
）
の
削
減
を
進
め
た
結
果
、
人

件
費
は
こ
の
7
年
間
で
約
4
億
円

減
少
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
浄

水
場
や
水
道
管
な
ど
固
定
資
産
の

老
朽
化
に
よ
り
、
減
価
償
却
費（
固

定
資
産
の
使
用
に
よ
り
一
定
の
割

合
で
生
じ
る
コ
ス
ト
）
や
修
繕
に

か
か
る
コ
ス
ト
な
ど
は
年
々
増
加

し
て
お
り
、
事
業
全
体
に
掛
か
る

コ
ス
ト
は
ほ
ぼ
一
定
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

今
後
、
人
口
減
少
社
会
を
迎
え

て
水
道
の
使
用
量
が
減
り
、
さ
ら

に
収
入
が
減
少
す
る
一
方
、
施
設

は
老
朽
化
し
、
更
新
・
維
持
し
て

い
く
た
め
の
コ
ス
ト
が
増
え
る
こ

と
が
見
込
ま
れ
て
お
り
、
経
営
の

見
通
し
は
厳
し
い
も
の
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
安
全
な
水
を
安
定

し
て
届
け
る
た
め
に
、
コ
ス
ト
を

削
減
し
、
施
設
の
更
新
に
必
要
な

財
源
を
確
保
し
て
、
水
道
管
や
浄

水
場
の
耐
震
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

●水道管には耐震管を採用しています
　水道管は、基本的に1本4～6ｍの管をつなぎ合わせています。市では、地震や地盤沈下などによる地

盤変化に対応できるよう、口径50㎜以上の水道管に、管と管の継ぎ手部分に伸縮性があり、非常に耐震性

が高い構造の耐震管を採用しています。
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